
「津高地区親子まつり」 

  

・取組内容 

    テーマ 「深まるきずな つなぐ世代 津高の輪」 

「共に集い 共に楽しみ 共に広げよう 津高の輪」 

☆楽しく遊び、家族のつながりを深めよう。 

☆おじいちゃんおばあちゃんがした遊びにふれてみよう。 

☆馬屋上自然公園を探検しよう。 

☆餅つきにチャレンジしてみよう 

☆ディスコンを楽しもう 

 

    〇親子、おじいちゃん、おばあちゃん、津高地区の色々な人々とのふれあいがしっかりで

きるまつりにする。 

    〇子どもたちがポスターの色塗りをしたり、入場券のイラスト図案を考えたりして、まつ

りに参画できるようにする。 

    〇馬屋上自然公園の魅力を感じることができるようにする。 

    〇工夫をしてまつりへの参加意欲を高め、郷土を愛する子どもを育てる。 

 

・目的 

     １ 親子で楽しく遊び、親子のつながりを深めよう 

     ２ 遊びを知らない子どもたちに多様な遊びを伝えよう  

     ３ 仲間で遊ぶ楽しさ、ものを作り出す喜びを味わわせよう 

     ４ 退廃文化から子どもを守り、正しい文化・地域の伝承文化を伝えよう 

     ５ 父母、教職員、地域の人々で、共に教育、文化を守り育てよう 

 

・経過  

     昭和５５年１１月２３日（日）香和中学校を会場に第１回津高地区親子まつりが開かれ

ました。「子どもたちに手作りのよさを、地域の文化を伝えよう。そして、親子のふれ合い

を深めよう。」と考え、津高地区の町内会・PTA・商工会・高齢者クラブ・女性の会・子ど

も文化団体・教職員など、多くの団体、個人が協力して開いたものです。その後、回を重

ねる中で体育協会・遊創会・愛育委員会など新たな協力団体も増え、４０回を終えたとこ

ろで新型コロナウイルスの影響で、中断しているところです。このような取組により、地

域文化の伝承と地域の活性化に対する関心が高まっています。 

 

・成果 

     この取組で、あたたかいふれ合いが生まれ、笑顔が増え、創造力が生まれ、思いやりの

心が育まれる。社会に貢献する力が得られる。いろいろな体験により生きる力を得る。切

り出しナイフなどを使用することで巧みなしなやかな手やからだを獲得できる。地域のつ

ながりが深まる。 

 

・協働の役割 

    協働することで、子どもたちが多くの人々と接することができる。地域に参画するき

っかけができ、地域とのつながりが深まり、様々な立場の人が、知恵や経験を生かして、

地域の伝承文化を伝えることで、子どもたちの発達の助けになる。 



・当日の様子 

   

青空の下、山々に囲まれた馬屋上小学校での  馬屋上自然公園冒険コースの暗夜行路の様子。 

「津高地区親子まつり」開会式の様子。    消防団員や PTAの協力で安全に配慮している。 

 

 

各コーナーの担当と内容（一部） 

 

・まとめ 

「津高地区親子まつり」は子どもと親が高齢者や津高地区の色々な人とのふれ合いがしっ

かりできるまつりです。津高のことを知り、郷土を愛する大人になってほしい。 

「津高地区親子まつり」は、今回の「おかやま協働のまちづくり賞」のテーマ「伝統・文

化で育む、コミュニティと郷土愛」にぴったりの取組だと思う。新型コロナウイルスの影響

で、２年中止しているが、コロナ禍でも取り組みを止めないで継続していきたい。 


